
廃棄物をふたたび「資源」へ
循環利用システムの構築
鉄道事業と生活サービス事業から出る多様な廃棄物を削減するために、
発生の抑制（リデュース）、再利用（リユース）、再資源化（リサイクル）を進めています。

より良い沿線環境を
創出するための取り組み
列車運行と沿線環境の“共存”に向けて、
騒音対策や公害防止、さらには沿線の環境向上に努めています。

廃棄物減量とリサイクル

※1 受託工事
列車の安全運行の確保などのために、JR東日本が自治体などから委託を受けて行
う社外施設の工事。 ※3 ロングレール化

レールの継ぎ目を溶接することで、1本の長さを200m以上のレールにすること。
継ぎ目を列車が通過する際に出る騒音が減少する。
※4 車輪のフラット削正
車輪に生じた偏摩耗を削って、もとの円に戻す作業のこと。

※1レールの削正
列車が走ることでレールにできる凹凸を平らにすること。レールと車輪が走行中も
常に密着するため騒音が減少する。
※2 トンネル微気圧波
新幹線がトンネルに高速で進入した際に圧縮された空気が、反対側の出口で大きな
音を出す現象。

　列車や駅から日々排出される廃棄物、総合車両セン

ターからの産業廃棄物、さらに生活サービス事業の飲

食業の生ゴミや小売業の一般廃棄物など、JR東日本グ

ループが2007年度に排出した廃棄物は65万トン。こ

のうち79％をリユース・リサイクルしました。

　なかでも排出割合の高い設備工事の内容が毎年大

きく変動するため、廃棄物の種類ごとにリサイクル率の

達成目標を定めて取り組んでいます。

　一般廃棄物は、JR東日本グループ全体で2008年

度までにリサイクル率を43%とする目標を定めてお

り、2007年度は48％となりました。

●駅・列車からのゴミ回収と再生

　駅や列車から排出されたゴミは2007年度が4.4万

トンで、これは11万人が1年間に一般家庭で排出する

量に相当します。そのなかには新聞や雑誌、空き缶など

の資源ゴミも含まれているため、分別を徹底し、再び資

源として利用できるよう、駅に分別ゴミ箱を設置するほ

か、首都圏では収集後の分別を徹底して行うリサイクル

センターを設けています。2008年度までにリサイク

ル率を45％とする目標に対し、2007年度は64％と

なり、引き続き目標を達成しました。なお2007年度よ

り、サーマルリサイクルを考慮しています。

●総合車両センターなどでのリサイクル

　車両の製造時やメンテナンス時に発生する廃棄物の

リサイクルにも取り組んでいます。

　通勤・近郊型電車を製造する新津車両製作所では、車

両設計時からライフサイクル全体を考慮するなどの対

応を進めています。また車両の整備や修繕を行う各地

の総合車両センターでは、廃棄物を20～30種類に分

別してから専門の回収業者に送るなど、分別の徹底に

よって廃棄物の減量とリサイクルをはかっています。な

お2005年度からは、廃車車両のうち外部に売却した

うえで解体される車

両についても、把握

の対象として拡大

し、取り組みを強化

しています。

●設備工事における廃棄物削減

　廃棄物処理法上は工事の請負会社が排出事業者に

なりますが、JR東日本も発注者として、仕様書などを通

じ、建設副産物の適正処理や、廃棄物を抑制する設計・

工法を規定し、廃棄物削減に向けた努力をしています。

駅や構造物の建設やメンテナンスによる設備工事で

は、外部からの受託工事※1による8.5万トンを含め、

2007年度には40.7万トンの廃棄物が発生しました。

●新幹線の騒音低減

　国が定めた「新幹線鉄道騒音に係る環境基準」に準

じ、防音壁や吸音材の設置、レールの削正※1、車両の低

騒音化など、沿線環境の改善に努めます。すでに沿線の

「住宅立地地域」では、騒音を75dB以下にする対策を

完了していますが、さらに対象地域を拡げ、75dB以下

をめざします。また、これまでの新幹線高速試験電車

「FASTECH」の走行試験で

得られた結果をベースに、さ

らなる騒音抑制、トンネル微

気圧波※2低減など、環境対

策と高速化の両立に取り組

んでいます。

●在来線の騒音低減

　在来線では、自主的な騒音防止対策としてロングレー

ル化※3や車輪のフラット削正※4などを進めています。

また、鉄道の新設や大規模改修の際には、国が定めた

「在来鉄道の新設または大規模改良に際しての騒音対

策の指針」を遵守し進めています。

●保守作業時の騒音低減

　線路などの保守作業は、そのほとんどを夜間に行う

ため、沿線住民のみなさまへ作業時間や作業内容を事

前にお知らせするとともに、低騒音型の機械を使用す

るなど騒音低減に努めています。その一方で、複線の片

側を利用して昼間に作業する「リフレッシュ工事」も実

施しています。さらに、軌道の変形を抑える省力化タイ

プの軌道を増やすことで、保守作業そのものを減らす

ことにも取り組んでいます。

●「鉄道林」の保全

　吹雪や土砂崩れなどの自然災害から鉄道を守る人工

林（鉄道林）を600万本、約4,200ha保有しており、

JR東日本が排出するCO2の0.8％に当たる1.7万トン

を吸収するなど、沿線の環境保全にも貢献しています。

安全と環境、2つの観点から、今後も引き続き鉄道林の

保全に努めます。

●新しい鉄道林の植樹式を開催

　奥羽本線（関根～米沢間）において２００７年７月４日、

新しい鉄道林の植樹式を行いました。この鉄道林は、吹

雪から線路を守るアカマツの林でしたが、松食い虫によ

り被害を受けていました。そこで、機能を回復させるにあ

たって、土地本来の樹種を用い、景観にも配慮した新し

い鉄道林として植樹を行

いました。樹種の選定にあ

たっては、（財）山形県みど

り推進機構にご指導いた

だきました。

試験車両「FASTECH」では、低騒
音型の一本主枠型パンタグラフを
搭載

28 29JR East Group Sustainability Report 2008 JR East Group Sustainability Report 2008

廃棄物の種類ごとにリサイクル目標を設定

沿線環境を守り育む　

鉄道林への取り組み

技術開発と創意工夫の両輪で

●JR環境報告書2008_P28-29  2008.08.18 再々々入稿

清野社長をはじめ専門技術者による
植樹式

長野総合車両センター。廃車輪をブレーキ
ディスクの部品にリサイクルしています

■駅・列車からのゴミの推移 ■総合車両センター等からの廃棄物の推移
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資源循環への取り組み 沿線での環境活動
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コラム●「鉄道林」

単一樹種から複層林へ
　防災と環境保全の両立をめざし、鉄道林のあり方を根本的に見
直し、約20年計画で植替えるプロジェクトが2008年からスター
トしました。これまでの鉄道林は主としてスギなどの単一樹種でし
たが、今後は低・中・高木や土地本来の種を混植させ、生態系とし
て強く、持続的なものにしていく計画です。〈従来型〉 〈複層林式施業〉

●リサイクルセンターの運営 ●オフィスにおける取り組み
●生活サービス分野の取り組み ●水資源の有効活用 
●お客さまと取り組む環境負荷軽減 ●乗車券類のリデュースとリサイクル 
●グリーン調達の推進 ●駅のゴミを社内で循環利用

http://www.jreast.co.jp/eco/URL

[ホームページに掲載している情報]

●ゴミ焼却炉のダイオキシン対策 ●景観との調和 
●除草剤の使用を抑制 ●トンネルの湧出水を活用

http://www.jreast.co.jp/eco/URL

[ホームページに掲載している情報]

東日本旅客鉄道株式会社
JR東日本グループ社会環境報告書2008
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